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DS (Desaki Sou出)となっている。DS2の国土座標は北緯340 30' 54"、東経1340 00' 03"であ
る。GPSムから派生させ新たに設置した杭が北浜・南浜それぞ、れPN(Point North)・PS(Point 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































層番号 層 名 属 性 しまり 粘性 備 考 土色マンセル記号
砂磯混じり黄樫色 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 5 -1Ommの砂磯を多く含む。 10YR7/6 
砂層
2 黒縄色土層 腐憾土 弱い やや弱い 0.5mm以下の砂粒を 15%程度合む。竹の根を密に含む。 10YR3/1 
3 積縄色砂礁層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 1-10mm程度の砂磯を90%以上含む。 10YR6/4 
4 黒灰色混じり褐色 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 0.5mm程度の砂で構成される。発砲スチロール片、ピニール片 10YR5/2 土層 を稀に含む。
5 褐色混じり賞積縄 基盤再堆積層 非常に強い 強い 粘性の強い極色の土がプロック状に入る。 0.5mm程度の礁をご 10YR5/8 色土層 くまれに含む。
6 賞1褐色砂層 風成堆積層 非常に弱い 非常に耳目い O.lmm程度の砂で構成される。 0.5mm程度の樫色の砂粒をごくま lOYR7/4 れに含む。
7 にぷい黄褐色粗粒 海浜砂 非常に弱い
非常に耳目し、 3-5醐の砂粒を90%以上含む。 10YR5/4 
砂層
8 にぷい黄樫色砂層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 1-2I11Dlの砂粒を90%以上含む。 10YR6/4 
9 軍駐混じり黒色土層 旧表土 非常に弱い 非常に弱い 1mm程度の砂粒を10%ほど含む。炭化した有機物で構成される。 10YR2/2 
10 黒褐色砂様混じり 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い l伽m程度の礁をまれに含む。貝殻をまれに含む。 10YR5/2 鐙色砂層
1 黒色混じりにぷい 風成堆積層 非常に弱い 非常に弱い 黒色の炭が混じって黒色になる部分がある。発泡スチロール片 lOYR7/2 賞.m褐色土層 を上郎に含む。
12 明賞褐色土層 風成堆積層 非常に弱い 弱い 2酬の機をまばらに含む。 10YR6/5 
13 にぷい貧褐色砂層 風成堆積層 強い やや強い 5阻程度の磯を 15%ほど含む。 10YR 4/4 
14 にぷい黄色土層 掘り込み内温土 耳目い 非常に弱い 掘り込みに入ったもの。 2.5YR6/3 
15 にぷい貧糧色土層 山側からの堆積土 弱い 弱い 一部に2mm程度の黒色の炭を含む。 10YR6/4 
16 黒プロック混じり 山側からの堆積土 弱い 弱い 黒褐色のクサレ様のプロックがまばらに入る。 7.5YR 6/4 にぷい夜色土層
17 灰褐色混じり黄褐 山側jからの堆積土 ij~ぃ 非常に弱い 5mm程度の磯を 5%ほど含む。 10YR4/6 色砂層
18 時褐色砂層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 5I11Dl程度の砂粒を多く含む。 10YR5/4 
19 
白色砂日韓混じり程 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い l伽m程度の砂擦を多〈含む。 l伽m程度の白色の石を多く含む。 10YR4/3 
色砂層
20 重油層 重油層 非常に強い 非常に強い 0.2 -0.3mm程度の砂粒を90%以上含む。 10YR1.7/1 
21 賞褐色土層 山側からの堆積土 やや弱い やや弱い 10YR5/6 
22 灰褐色混じり糧褐 海浜砂
やや弱い やや強い 0.2 -2回の砂礁を90%以上含む。 7.5YR5/6 
色土層
幻 m色混じり灰色土 粘質土 強い 強い 0.2-1凹稜度の砂粒を80%以上含む。層
24 白プロック混じり 山側からの堆積土 やや弱い やや強い 木の根が腐って黄色になっている部分がある。 2mm程度の白色積褐色土層 のプロックを含む。







































層番号 層 名 属 性 しまり 粘性 備 考
l 赤黒色土層 表土 非常に弱い 非常に弱い 腐葉土、ビニール片などの遺物を多く含む。
2 日音黄樫色砂層 風成堆積層 耳目し通 非常に弱い 3層と比較してl層の侵食を受けているため若干しまりが強い。
3 黄櫨色砂層 風成堆積層 非常に弱い 非常に弱い 均質で細かい粒子によって形成されている。
4 
磯混じり明黄糧色 基盤再堆積層 非常に弱い 非常に弱い 0.5 -2.Ocm大の花筒岩の礁を多量に含む。
砂層
5 
灰白色混じり明褐 基盤層 非常に強い 非常に耳目い 花岡岩
色土層


















































層番号 層 名 属 性 しまり 粘性 備 考 土色マンセル記号
第一砂層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 10YR8/3 
2 第一磯層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 褐色・灰色・白色をした5mm大の大型の様を含む。
3 第一砂層 海j兵砂 非常にlilV、 非常に弱い 10YR8/4 
4 第一様層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 褐色・灰色・白色をした3mm大の中型の礁を含む。
5 第二砂層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 10YR8/6 
6 第二磯層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 灰色・白色をした5mm大の大型の礁を含む。
7 第四砂層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 10YR7/4 
8 
澄色混じり黄櫨色 基盤再堆積層 非常に強い 非常に弱い 褐色・糧色・白色をした5-10mm大の大型の礁を 30%含む。7.5YR8/4 
土層 鉄分を含む。
9 
極色混じり黄糧色 山側からの堆積土 強い やや強い 擦をほとんど含まない。磁器片を含む。 10YR6/3 
粘土層
10 樺色混じり灰黄褐 山側からの堆積土 弱い 強い 暗褐色・糧色・白色をした 1-2聞大の小型の礁を20%含む。 10YR412 色粘土層
1 灰色混じり黄褐色 海側からの堆積土
やや強い やや強い 礁をほとんど含まない。 10YR5/4 
粘土層
12 貧縄色粘土層 山側からの土佐積土 やや強い 強い E壊を含まない。 2.5Y4/1 
13 燈色混じり黄褐色 山仰lからの堆積土 やや強い 強い 暗褐色・糧色・白色をした1-2mm大の小型の擦を30%含む。 lOYR5/3 粘土層 遺物包含層。
14 様色混じり黄褐色 山側からの堆積土
やや弱い 強い 暗褐色・樺色・白色をした2-7mm大の中型の磯を 30%含む。 10YR4/3 
土層 上層と下層が混じったような層で、下層に近い。
15 
黒色混じり灰白色 基盤層 非常に強い 非常に弱い 黒褐色・m褐色をした 1-2聞大の小型の礁を 15%含む。木の 10YR1.7/1 
混じり明褐色土層 根の撹乱に鉄分が付着した可能性。
16 



































層番号 層 名 属 性 しまり 粘性 備 考 土色マンセル記号
黒色混じり暗燈縄 海浜砂 非常に弱い なし llJ'js前後の黒・白・赤茶色の砂礁を含む。
色砂層
2 磯層 海浜砂 非常に弱い なし l-lOmm前後の黒・赤・白・茶色の礁を含む。
3 磯層 海浜砂 非常に弱い なし l-lOmm前後の黒・赤・白・茶色の礁を含む。
4 青黒色土層 泥炭層 非常に弱い 強い 色調に若干のムラがある。 5PB2/1 










遺物は、砂層から須恵器片 l点、安山岩の石核 l点(図 15)、サヌカイトの剥片 l点が出土し
ている。(水野)




















































層番号 層 名 属 性 しまり 粘性 備 考 セル記号
明黄褐色土層 海浜砂 非常に弱い 非常に弱い 2 -l(加1程度の砂粒によって構成。下部は古い時期の形成であ
る可能性もある。
2 
黒色土層 泥炭層① やや弱い 強い 部分的に赤褐色の部分がみられる。木片を密に含み、また0.55Y2/1 
m前後の砂粒が少量混じる。
3 赤褐色混じり青灰 砂層① 非常に弱い 弱い 0.5mm前後の砂粒によって構成。上部では2層の泥炭が多少ま 7.5Y4/ 色砂層 だらに混じる。 UOR3/3 
4 黒色土層 泥炭層② やや弱い 強い 2層と比較してやや灰色が強い。木片を多数含む。 5Y3/1 
5 黒色土層 泥炭層③ やや弱い 強い 東壁セクションのみで確認。 7.5Y3/1 
6 
青灰色砂層 砂層② 非常に弱い ilい 0.3mm前後の砂粒によって構成されており、 3層より細かい。ま 7.5Y5/1 
た、赤褐色の部分はみられない。




























の水洗によって、 3層から剥片 11点、 5層から












層番号 層 名 属 性 しまり 粘性 備 考 土色マンセル記号
l 明賞縄色砂層 海浜砂 非常に弱い なし lOYR7/6 
2 
赤褐色混じり灰賞 海浜砂 非常に弱い なし 2.5YR41 
褐色砂層 6.l0YR5/2 
3 黒色土層 泥炭層① やや弱い 強い 上層の砂礁をまれに含む。 N2 
4 黒色土層 泥炭層② やや弱い 強い 催物をあまり含まない。 7.5YR2/1 
5 
H音赤褐色混じり黒 泥炭層③ やや弱い 強い Dトレンチ2層と対応か? 5YR1.71 
色土層 1，2.5YR3/3 
6 黒色土層 泥炭層④ やや弱い 強い 点線より西側は砂礁を含む。 7.5YR2/1 I 
7 















































































































































5 。 10cm 
S =1/2 
， ， 




( 1 )分布調査の衰探資料 (図17、表10、写真31・32)














































~1Oは胴部片である。 6'8 は緩やかに内轡し、 9 は大きく屈曲する。内面、外面ともに二枚員
条痕がみられる。 10は外面のみに二枚員条痕がみられ、内面はナデが施される。器壁の厚さは4






























































































をしており、縄文時代のものと考えられる 。 また、 6~8 は弥生時代中期以降の大型化(佐原
1964) したものである 。 石材の風化からは大きく二部され、 1~3 が白色に風化しているのに対


































外面 内面 外商 内面
図13-1Fトレンチ出土 深鉢 口縁部 10YR2/1 10YR5/2 1-2mmの白色の砂礁を多〈含む。 一枚貝条痕 一枚貝条痕
図13-2Fトレンチ出土 深鉢 口縁部 lOYR3/2 10YR6/4 lmmの砂礁を多く含む。 一枚貝条痕 一枚貝条痕
図13-3Dトレンチ表採 深鉢 胴部 2.5YR5/4 2.5YR7/3 lmm程度の白色の礁を稀に含む。 一枚貝条痕 一枚貝条痕
図13-4Fトレンチ表採 深鉢 胸部 2.5Y7/3 2.5YR6/4 0.5-2醐程度の白色の砂軍事を稀に含む。 一枚貝条痕 一枚貝条痕
図13-5Fトレンチ表採 深鉢1岡部 10YR5/4 10YR7/4 l棚程度の白色の砂礁を稀に含む。 一枚貝条痕 一枚貝条痕
図13-6Fトレンチ表採 I渠鉢 胴部 10YR6/4 2.5Y6/3 Imr目前後の白色の砂礁を稀に含む。 一枚貝条痕 一枚員条痕
図13-7Fトレンチ出土 深鉢 胴部 2.5YR6/3 lOYR2/1 lmm程度の白色の砂礁を多〈含む。 一枚貝条痕 不明 内面に炭化物付着
表8 出土・表採石器観察表
挿図番号 出土・表採地点 出土層位 石材 器種 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重さ(g) 打面形態 備考
Fトレンチ 3層 ホルンフェルス 剥片 8.2 17.0 1.9 0.26 線打面
Fトレンチ 3層 サヌカイト 剥片 18.6 22.8 2.9 1.81 水磨をうけている
Fトレンチ 3層 サヌカイト 砕片 6.8 (4.4) 0.9 0.01 
Fトレンチ 3層 サヌカイト 砕片 5.9 (4.0) 1.0 0.06 
Fトレンチ 3層 サヌカイト 剥片 (17.8) 8.8 1.2 0.23 
Fトレンチ 3層 サヌカイト 砕片 9.9 9.9 2.0 0.17 
Fトレンチ 3層 サヌカイト 剥片 18.4 (30.8) 4.4 2.51 平坦打面
Fトレンチ 3層 サヌカイト 事Ij片 15.1 22.7 2.1 0.56 切子打函
Fトレンチ 3層 サヌカイト 剥片 13.4 20.4 2.2 0.66 切子打面
Fトレンチ 3層 サヌカイト 剥片 18.6 16.3 2.3 0.50 平坦打面
Fトレンチ 3層 サヌカイト 剥片 7.3 (10.6) 1.9 0.16 点打面
図14 Fトレンチ 4層 サヌカイト 石核 102.1 59.5 45.9 294.55 
Fトレンチ 5層 サヌカイト 剥片 10.0 (1.0) 1.7 0.21 磯打面
Fトレンチ 3・4・6層西半 サヌカイト 剥片 18.6 10.1 1.7 0.23 切子打函
Fトレンチ 3・4・6層西半 サヌカイト 剥片 (16.8) 24.1 4.0 2.01 
Fトレンチ 3・4・6層西半 サヌカイト 剥片 15.7 20.3 4.1 0.75 平坦打開
Fトレンチ 3・4・6層西半 サヌカイト 剥片 15.7 (15.3) 3.0 0.65 点打面
Fトレンチ 3・4・6層西半 サヌカイト 剥片 10.6 19.3 2.9 0.62 平坦打爾
Fトレンチ 3・4・6層西半 サヌカイト 剥片 8.5 12.6 2.0 0.11 j貴れ
Fトレンチ 3・4・6層西半 サヌカイト 砕片 (3.3) 7.9 1.0 0.03 
Fトレンチ 7層 サヌカイト 剥片 (15.5) (15.9) 4.7 1.25 平坦打面
Fトレンチ 7層 サヌカイト 剥片 16.2 18.9 2.5 0.67 点打面
Gトレンチ 泥炭層 サヌカイト 砕片 3.1 8.7 0.5 0.04 白色に風化する
図15-1Cトレンチ 砂層 安山岩 石核 96.2 102.8 19.3 209.45 
箇15-2Cトレンチ 表探 安山岩 石核 92.3 118.8 22.2 321.26 
※打面形態は竹岡俊樹1989r石器研究法j言幾社による
土器 表9中世以降の遺物




(cm) 外面 内面 外蘭 内面
図16-1第2トレンチ 22層 土師器 椀 底部 底径: 粗い。 1-2mmの長石を稀に含 やや不良 10YR7I4 10YR8/3 4.8 む。
図16-2第5トレンチ 排土 土師器 椀 底部 底径:
lmm程度の長石を稀に含む。雲-
やや不良 2.5Y7/2 2.5Y5/1 
3.4 母をまばらに含む。
図16-3南浜表採 土師器 録l 脚部
lmm前後の暗赤褐色・褐色の磯 良好 7.5YR7/4 を多く含む。長石・雲母を含む。





図16-5第2トレンチ 12・21層 丹波焼 くは蔓 底部 17 ハケメ
長石 ・石英を稀に含む。雲母を 良好 5YR5/4 10YR6/4 
ごく稀に含む。
口径:
突出部 横ハケ・ 1-2JI11lの長石 ・石英を含む。












備考(cm) 外面 内面 外面 内面
図17-1D地点 土器 浅鉢 口縁部 残存高 ナデ・沈線 1-3聞大の礁をまばらに含む。 やや良好 2.5Y3/2 2.5Y4/1 8.4 







外面 内面 外面 内面
図18-1i采鉢 口縁部 二枚員条痕 一枚貝条痕 2-5mmの砂礁をごく稀に含む。 不良 5Y2/1 2.5Y3/1 
図18-21采鉢 口縁部 一枚貝条痕 一枚員条痕 0.5 -1I1IIの白色の砂磯を多く含む。 やや不良 10YR2/1 lOYR3/1 
図18-3i采鉢 胴部 一枚貝条痕 一枚貝条痕 2mm程度の砂擦を多〈含む。 不良 7.5YR2/1 5Y5/1 
図18-4深鉢 胴部 一枚貝条痕 一枚貝条痕 2mm程度の白色の砂礁を多く含む。 不良 5Y3/2 5Y3/2 
図18-5深鉢 腕部 一枚貝条痕 一枚貝条痕 1-2mmの白色の砂礁を多く含む。 不良 5Y2/1 10YR4/1 
図18-6深鉢1同部 一枚貝条痕 一枚員条痕 0.5-1mmの白色の砂礁をまばらに含む。 やや不良 10YR3/2 10YR2/1 
図18-7深鉢 胴部 一枚員条痕 一枚貝条痕 1mm程度の砂礁を含む。 不良 10YR3/1 2.5Y4/1 
図18-8深鉢 胴部 一枚員条痕 一枚貝条痕 1mm程度の砂様を多く含む。 やや良好 2.5YR4/2 5Y2/2 
図18-9深鉢 胴部 一枚員条痕 一枚貝条痕 1-2mmの白色の砂礁を多く含む。 やや不良 lOYR3/2 10YR2/1 
図18-10i菜鉢 目岡部 二枚貝条痕 ナデ 1-2mmの白色の砂礁を多く含む。 やや良好 10YR5/2 2.5Y7/2 
図18-1深鉢 底部 一枚貝条痕 一枚貝条痕 1-2mmの砂擦を稀に含む。 やや不良 10YR7I2 lOYR6/3 内面の一部に炭化物付着
図18-12深鉢 口縁部 ナデ ナデ 1mm以下の極小の砂E撃を稀に含む。 やや不良 10YR6/4 10YR4/2 外面に縄文が施される
内面、外面に沈線が施さ
図18-13i渠鉢 口縁部 ナデ ナデ 1mm以下の砂磯を稀に含む。 やや不良 2.5YR4/2 10YR7/4 れる 内面に縄文が施さ
れる
表 12 行基氏採集の石鍍観察表
挿図番号 石材 器種 長さ(血皿) 中高(I1I) 厚さ(I11III) 重き(g)
図19-1 サヌカイト 石鍛 (19.5) 19.6 2.4 0.78 
図19-2サヌカイト 石富雄 (27.6) 13.8 2.4 1.45 
図19-3 サヌカイト 石鍍 2.7 14.1 4.3 1.32 
図19-4サヌカイト 石鍛 (35.4) 15.1 5.7 3.24 
図19-5サヌカイト 石鎌 26.5 14.5 3.6 1.46 
図19-6サヌカイト 石鍬 45.3 17.7 4.8 3.96 
図19-7 サヌカイト 石鍛 50.6 19.4 6.2 5.80 






















































































とができた(図21)0 Locs. 4. 5は後浜、 Loc.2は砂浜背後の基盤岩山地の山麓、 Locs.D.Fは前浜
且部のピーチフェイスに位置する。後述するように、 Loc.2およびLoc.4の一部の堆積層は山麓
は形成された上昇砂丘 (climbingdune)であることがわかった。また、 Locs.D.Fでみられた亜
































回目nesand -very fine sand 
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Locs. 2 E.2 W， 5 E.5 W、およびその東側
の基盤岩山地の山麓付近にかけて分布す
る。更新世以前の堆積層と考えられる。
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1ーphi -1-Qphi D-1phi 1-2凶1
各国左上に平均粒径 (mn).淘汰度 (sc).歪度 (sk).尖度 (kt)を示す。
図23 現成ビーチフェイスと上昇砂丘 (Loc.4・3)の各粒度階の砂粒拡大画像
もっとも右側の試料のスケールパーは5m.それ以外は3m.







(2 mm)、-0.5 ~ 0 o (1.414 ~ 1mm)、0.5~ 1.0φ(0.707 ~ 0.5mm)、1.5~ 2.0 o (0.354 ~ 0.25mm) 
の砂粒をガラス板に固定したうえで、フラットベッドスキャナでディジタル画像を作成し、鉱物
組成や粒子の円磨の度合い (Powers(1953)にもとづく円磨の定性区分)を観察した(図23)。








ている。 0.5~ 1.0ゆ、1.5~ 2.0φでは長石の割合が高く、石英がこれに次ぐ。
Loc.4-1 ~ 5試料は、おおむね1.0~ 2.0ゆ (0.5~ 0.25mm)に最頻値をもち、さらにより粗粒











































2.人為的に撹排された層を II層(現代?)、 1V層 (中世末~近世初頭)、 VI層(中世後半)
で確認した。
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試料名 地点 ・層準 種類 前処理・調整 測定法
Nu5 
Fトレンチ.3層
樹木(コナラ属クヌギ節) 酸ーアルカリー酸洗浄 Radiometric (泥炭層①)
Nu 18 Dトレンチ.2層上面 樹木(マツ属複維管束亜属) 酸ーアルカリー酸洗浄 Radiometric 
Nu33 
Fトレンチ.7層
樹木 酸ーアルカリー酸洗浄 Radiometric-Ex 
(泥炭層⑤)
ベー タ
Radiometric :液体シンチレーシヨ ンカウンタによるF線計数法.-Ex:長時間測定 (ExtendedCounting) 
3.測定結果
測定Nu
未補正14C o 13C 14C年代 暦年代 CalendarAge 試料名 年代(Beta-) 
(年BP)
(%0) (年BP) (1σ: 68%確率.2σ ・95%確率)
交点 :cal BC 4540 
ぬ5 223084 5770 :t 70 -28.1 5720 :t 70 1 (J : cal BC 4680 -4470 
2σ: cal BC 4720 -4380 
交点:cal BC 4800 
Nu 18 2230部 5980 :tω -27.3 5940 :t 60 lσ: cal BC 4850 -4730 
2 (J : cal BC 4940 -4700 
交点:cal BC 4440 
Nu33 223086 5630 :t 90 -27.9 55卯土的 1 (J : cal BC 4500 -4340 
2σ: cal BC 4600 -4250 
BP : Before Physics (Present). cal: calibrated. BC:紀元前
( 1 )未補正 14C年代




試料の測定14C 112 C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)。この値は標準















BC4 720 ~ 4380年)、泥炭層⑤の樹木 (No.33)では5590:t 90年BP(同BC4600~ 4250年)、

















試料No. 種類 備考 結果(学名/和名)
4 木の枝 F tr 泥①水洗い Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節
5 木片4 F tr 泥① Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節
7 木片2 D tr 泥① Quercus sect. A邑~gilops コナラ属クヌギ節
9 木片 l F tr 泥② Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属
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第8章 出崎遺跡における自然科学分析
横断面 : O. 5mm 放射断面 : O. 05mm 接線断面 : O. 2mm 
1.ぬ18 木(結合2) Dtr 南東隅 マツ属複維管束亜属
横断面 : O. 5mm 放射断面 : O. 2mm 接線断面 : O. 2mm 
2. No.5 木片4 Ftr 泥① コナラ属クヌギ節
横断面 : O. 5mm 放射断面 : O. 5mm 接線断面 : O. 5mm 










































































































杉山真二 (1999)植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史.第四紀研究. 38 (2). p. 109-123. 
杉山真二 (20∞)植物珪酸体(プラント・オパール).考古学と植物学.同成杜， p. 189-213. 
藤原宏志 (1976)プラント ・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析
法一.考古学と自然科学.9. p. 15-29. 
藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)ープラント・オパール分析による水

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学名 和名 a c e g 
Arboreal pollen 相暗木花粉
Podocaゅus マキ属
Abies モミ属 2 4 3 
Tsuga ツガ属 l 3 2 
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管東亜属 129 190 202 133 458 
Cη'ptomeria japonica スギ 7 5 15 9 
Sciadopitys verticilata コウヤマキ l 




Alnus ハンノキ属 3 
BetuZa カバノキ属
Coη，lus ハシパミ属
Carpinus.Ostηa japonica クマシデ属 アサダ 5 10 15 7 3 
Castanea crenata クリ 2 l l 
Casむanopsis シイ属 9 8 11 2 3 
Fagus プナ属 4 6 4 
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 49 105 134 93 138 
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 55 92 96 59 86 
Ulmus.Zelkova se門官ta ニレ属ーケヤキ 10 8 12 8 11 




Cornus ミズキ属 l 
i.~~!:竺.ー・・………一一一一ーーー・ー・ー…・・--一一-一三三三士号....・・・・……-…・・・...----_...-一ー…・・・ーー・1
Arboreal . Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉







































Trilate type spore 三条溝胞子 1 2 
Arboreal pollen 樹木花粉 310 465 553 374 763 
Arbor哩al. Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 1 0 1 4 1 
Nonarboreal pollen 草本花粉 230 193 153 165 48 
Total pollen 花粉総数 541 658 707 543 812 
Pollen frequencies of 1cnl 試料1cnl中の花粉密度 1.4 1.4 1.7 1.3 1.1 
x 10 5 X 10 5 X 10 5 X 105 X 10 5 
Unknown pollen 未同定花粉 6 4 6 1 8 
Fern spore シダ植物胞子 o 0 0 1 2 
H:elminth eggs 寄生虫卵 (ー) (ー) (ー) (ー) (.) 
Digestion rimeins 明らかな消化残溢 (ー) (ー) (ー) (ー) (ー)



































































































































































































































































































































































































































A悦長hoγα pγoteus、Navicula eleg，αm、Nz'tzschiα 斜α:nα、Nitzschi，α scαlaγzs 
〔中塩性種〕







Caloneis sp.l、Cッclotella meneghiniαnα、Eunotiα mznor、Eunotiα pectinalis、







性種(淡水生種)では河口浮遊性環境指標種群の Cyclotella meneghiniana、Caloneis sp.l、
貧一中塩性種(淡一汽水生種)ではNitzschia amjうlectens、Rhoρσlodiagibberula、中塩性種(汽
水生種)ではD砂loneisρseudovalis、中一真塩性種(汽ー海水生種)ではNitzschia scalaris、





















Asai.K.&.Watanabe.T. (1995) Statistic Classification of Epilithic Diatom Species into Three Ecological Groups 
relaiting to Organic Water Pollution (2) Saprophilous and saproxenous taxa. Diatom. 10. p. 35-47. 
K. Krammer . H.Lange・Bertalot(1986・1991)Bacillariophyceae . 1 -4. 
安藤一男(1990)淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復原への応用.東北地理.42. p. 73-88 
伊藤良永・堀内誠示 (1991)陸生珪藻の現在に於ける分布と古環境解析への応用.珪藻学会誌.6p. 23-45. 
小杉正人 (1986)陸生珪藻による古環境解析とその意義一わが国への導入とその展望一.植生史研究，第 l号，
植生史研究会.p.29-4. 
小杉正人 (1988)珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用.第四紀研究.27. p. 1-20. 
渡辺仁治 (2∞5)淡水珪藻生態図鑑群集解析に基づく汚濁指数DAlpo.pH耐性能内田老鶴岡.pp.666. 
藤田剛 (1984)日本化石集第27集.ATLAS OF JAPANESE FOSSILS' No.27-158.南関東の第四紀化石5(沖
積世の珪藻化石2)
松下ほか (2004)岡山県玉野市出崎海岸に埋没する完新世中期の泥炭層の古環境解析，岡山大学地球科学研究
報告.Vol.l. No.l. p.39-47. 
出崎海岸遺跡の珪藻(図版33と対応)
1 Fragilaria elliptica 
2 Fragilaria brevistriata 
3 Fragilaria exigua 
4 Cyclotella meneghiniana 
5 Diploneis pseudovalis 
6 N avicula confervacea 
7 Amphora proteus 
8 Caloneis sp. 1 
9 Pinnularia viridis 
10 Navicura crucicula 
11 Gomphonema gracile 
12 Rhopalodia gibberula 
13 Eunotia minor 
14 Nitzschia amplectens 
15 Navicula elegans 
16 Navicula elegantoides 
17 Eunotia pectinails 
18 Nitzschia plana 
19 Navicula yarrensis 
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測定値は、 5720:t 70年BP(暦年代でBC4720 ~ 4380年)および5590:t 90年BP(BC4600 ~ 
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